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７
月
の
ご
み
収
集
日
は

変
更
が
あ
り
ま
す

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
年
間
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

●
燃
え
る
ご
み

20
日
（
火
）
に
収
集
す
る
地
区

　

月
曜
・
木
曜
収
集
地
区

　

（
一
小
校
区
、
二
小
校
区
、
緑

　

ヶ
丘
小
校
区

（
旧
四
小
校
区
）
、

　

有
明
小
校
区
、
平
井
小
校
区
、

　

緑
ヶ
丘
小
校
区

（
旧
緑
ヶ
丘
小

　

校
区
）
）

※
右
記
地
区
の
７
月
の
燃
え
な
い

ご
み
収
集
日
は
、
７
日

（
水
）
で
、

21
日

（
水
）
の
燃
え
な
い
ご
み

収
集
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

21
日
（
水
）
に
収
集
す
る
地
区

　

火
曜
・
金
曜
収
集
地
区

　

（
三
小
、
中
央
小
、
桜
山
小
、

　

八
幡
小
、
府
本
小
、
清
里
小
）

▼
リ
サ
イ
ク
ル
は
通
常
ど
お
り
で
す
。

[

問]

環
境
保
全
課
☎
63

𢹂

１
３
７
０
、
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
東

宮
内　

☎
62

・
０
６
４
７

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、

管
理
と
マ
ナ
ー
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
！

　

飼
い
主
の
管
理
や
マ
ナ
ー
不
足

に
よ
る
、
迷
子
犬
や
犬
の
放
し

飼
い
、
フ
ン
の
放
置
に
対
す
る
投

書
や
苦
情
の
申
し
出
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
犬
は
人
へ
危
害
を
加
え
な
い
よ

う
に
、
常
に
つ
な
い
で
飼
う
か
、

き
ち
ん
と
檻
に
入
れ
て
飼
っ
て
く

だ
さ
い
。

く

ら

し

の

情

報

※
首
輪
や
鎖

は
消
耗
品
で

す
。
古
く
な

っ
て
壊
れ
る

前
に
取
り
替

え
て
く
だ
さ

い
。

●
ル
ー
ル
を

守
り
正
し
い

飼
い
方
を
す

る
の
が
、
飼
い

主
の
義
務
で
す
。

※
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、

引
き
綱
を
つ
け
、
フ
ン
の
後
始
末

を
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ン
の
後
始
末
や
放
し
飼
い
注

意
の
マ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
を
用
意
し

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

意
識
調
査
に
ご
協
力
を
！

～
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
の
お
願
い
～

　

市
で
は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の

人
権
を
尊
重
し
、
喜
び
も
責
任

も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
め
ざ
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
皆
さ
ん
の
日
頃
の
生
活
の
様

子
や
考
え
を
お
尋
ね
し
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
今
後
の
基
礎
資
料
に
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

調
査
対
象
者
は
20
歳
以
上
の

男
女
１
千
500
人
を
無
作
為
に
選

ば
せ
て
頂
き
、
７
月
中
旬
に
調

査
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

[

問]

人
権
啓
発
課　

男
女
共
同

参
画
推
進
室
☎
63

・
１
１
３
９

て
い
ま
す
。
地
域
で
必
要
な
所
は

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

[

問]

環
境
保
全
課　

☎
63

・

１
３
７
０

　

県
で
は
、
玉
名
地
域
振
興
局

内
に

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
玉
名
ブ

ラ
ン
チ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
就

職
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
人　

お
お
む
ね
35

歳
未
満
の
人
ま
た
は
そ
の
保
護
者

●
相
談
内
容　

就
職
に
関
す
る
相

談
、
職
業
適
性
診
断
お
よ
び
出

前
相
談
な
ど

●
相
談
時
間　

午
前
10
時
～
午

後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

※
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

[

問]

玉
名
地
域
振
興
局
内　

☎

74
𢹂
１
１
２
５
、
相
談
員
直
通
携

帯
電
話
☎
080
・
６
４
０
８
・
５
１
４
１

若
い
人
の
お
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！

７
月
20
日
、
市
民
プ
ー
ル

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

今
年
の
夏
も
、
市
民
の
憩
い
の

場

「
市
民
プ
ー
ル
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

●
期
間　

７
月
20
日

（
火
）
～
８

月
22
日

（
日
）

●
開
場
時
間　

午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時

●
料
金

（
左
表

・
一
般
利
用
の

場
合
）

種別 対象
使用時間

2時間 30分まで
超過

30分につき

個人
使用

3歳以上
中学生以下

100 円 50 円

高校生 150 円 50 円

大人 200 円 50 円

団体 普通個人券の 1割引 （50 人以上）

【設備】　50 ｍ公認プール、 25 ｍプール、

憩いのプール、 児童プール

[

問]

社
会
体
育
課　

☎
62

・

５
１
６
３

下水道受益者負担金

（第一期）

納期限は 8 月 2 日（月）

 収納取り扱いの銀行、信用金

庫、農協で納めてください

[ 問 ] 下水道課 ☎ 64-2700

　
　

マ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
。

人
と
犬
、
み
ん
な
が
快

適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
！

▲
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乳幼児・母子家庭・障がい者の医療費助成制度

 市では、 乳幼児の健やかな育成、 母子や障がい者

の保健と福祉の向上を願って乳幼児医療費助成制度・

母子家庭医療費助成制度 ・ 重度心身障害者医療費

助成制度を設けています。

【制度の概要】

　受給者の皆さんが、 診療所や病院などで診療を受け

たとき、 または保険調剤薬局で薬剤の処方を受けたと

きなどに支払った一部負担金 ( 保険適用金額 ) を所定

の申請書で申請すると、 全額または一部を届けられた

口座に振り込む償還払い方式で助成するものです。

種類 対象者 助成内容 資格取得日 手続きに必要なもの

乳
幼
児
医
療
費
助
成

0 歳児～ 6歳児 （就学前）

◆ 0 ～ 3 歳児 （4 歳の誕生月）
までの一部負担金の全額助成

◆ 4 ～ 6 歳児…1 カ月に支払っ
た一部負担金の合計から、 市
民税課税世帯は入院 ・ 通院費
の計から 3,000 円を差し引いた
額を助成、 市民税非課税世帯
は一部負担金の全額を助成

誕生日または
転入日から

健康保険証、 預金通帳、 印鑑 （認
印可）

また、1月2日以降に転入した人は、
前住所地の所得 ・課税証明書

母
子
家
庭
医
療
費
助
成

◆母子家庭で、 満 20 歳未満の
児童を扶養している母

◆母子家庭の児童

※満 18 歳になった以降の最初
の 3月 31 日まで

1 カ月に支払った一部負担金の
合計の 3分の 2 を助成

※前年の所得により助成が停止

になる場合があります

申請日の翌月
の初日

健康保険証、 預金通帳、 印鑑 （認
印可）、 世帯全員の住民票、 戸籍
謄本

また、1月2日以降に転入した人は、
前住所地の所得 ・課税証明書

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

◆身体障害者手帳 1 ・ 2 級の人

◆療育手帳 A1 ・ A2 判定の人

◆精神障害者保健福祉手帳 （障
害者手帳） 1 級の人

1医療機関または 1施設ごとに 1
カ月に支払った一部負担金から
・入院 2,040 円
・ 入院外 （通院、 訪問看護、 柔
道整復師・はり師 ・きゅう師 ・あ
ん摩 ・ マッサージ ・ 指圧師など
の保険適用分の施術） 1,020 円
を差し引いた額

※前年の所得により、 助成が停

止になる場合があります

申請日の翌月
の初日

健康保険証、 預金通帳、 印鑑 （認
印可）、 身体障害者手帳 ・ 療育手
帳 ・精神障害者保健福祉手帳のい
ずれか
また、1月2日以降に転入した人は、
前住所地の所得 ・課税証明書

※この医療費助成制度の適用を受ける場合は、 決

められた手続きにより、 あらかじめ 「受給資格者証」

の交付を受けておくことが必要です。 受給資格をお

持ちでも 「受給資格者証」 の交付を受けておかな

ければ、 制度の適用を受けることができません。

●一部負担金には、 調剤薬局の一部負担金を含みます

●ほかの制度 （健康保険の高額医療費、 家族療養附加給付金など） から給

付されるときは、 これを一部負担金から差し引いた額が助成対象となります。

●乳幼児医療費助成および母子家庭医療費女性は、 1 カ月に数カ所の医療

機関などに支払った一部負担金を合算した額が、 助成対象となります。

●助成申請できるのは、 診療を受けた月の翌月から 1 年以内です。

●所得により助成を停止することがあります （毎年 8 月に前年度の所得によっ

て所得調査を行います。 乳幼児は 7 月です）

[ 問 ]

乳幼児 ・母子家庭医療費について

子育て支援課☎ 63-1417

重度心身障害者医療費について

福祉課☎ 63-1406


